
会員各位

2026 年 5月 1日

八ヶ岳歩こう会会長 進藤律子

第２８期八ヶ岳歩こう会総会のご案内

記

平素は八ヶ岳歩こう会運営に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

下記の通り、第２８期八ヶ岳歩こう会総会を開催いたしますので、ご多忙中恐縮です

が、万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。

日 時 2026 年 6月 10 日(水) 10：00～12：00

場 所 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2階第 9会議室

議 題 １、第 27期事業報告及び収支承認の件

    ２、第 28 期事業計画及び予算案承認の件

    ３、その他

※今年度の手帳（ウォーキングダイアリ）をご持参ください。

※年会費（￥3,000 又は￥5,000）を徴収いたしますのでご持参下さい。

※懇親会

   会 場 うなぎ馳走 八嶋 韮崎市本町 2-8-24 TEL 0551-22-0009

   会 費 鰻ランチ\3,300(税込) 天丼又は海老フライランチ\3,465(税込)

      乾杯時飲み物付、飲み物代各自負担

   定 員 35 名

※総会だけの参加、又は懇親会だけの参加も可能です。

懇親会に参加を希望される方は、6月 3日までに申込をお願いいたします。

進藤律子：電話 090-8948-2017・メーリングリスト・グループラインでお願いします。

-----------------------------（FAX：0551-36-2369） ------------------------

懇親会に参加を希望する

希望メニュー：(  )鰻ランチ (  )天丼  (  )海老フライランチ

お名前：
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■事務局からのお知らせ

◎今号で「第 28 期総会のご案内」をお送りいたしました。皆様のご参加をお待ちしており

ます。28 期の例会などについて話しあいましょう。懇親会にも是非ご参加ください。総

会は      ６月 10 日（水）です。

◎必要があって昔の会報を眺めていたら、2020 年度の総会はコロナのために中止となって

いました。例会もしばらく中止していました。総会は翌年も中止でした。「 これまで日

常的に歩いて来た私たちにとって様々な例会が中止になり、自然の中で皆で並んで歩く、

おしゃべりをして、お弁当を食べる、そんな当り前のことがいかに貴重な事か改めて痛

感しています」と進藤会長が書いていました。テレビでは GW のお出かけも自粛してくだ

さい、と呼び掛けていました。「先の見えないウィルスとの闘いですが、トンネルの先に

ある明日を信じて、ラジオ体操・ストレッチ・散歩、又は近場の下見など、自粛の中で

今出来る事に努め、例会が再開したその時のために、気力・体力・脚力を温存しておき

ましょう。 くれぐれもご自愛下さい」と会報にありました。いやな時代でしたね。

あれから 6年、皆様の「気力・体力・脚力」は如何でしょうか。私個人は少し衰えてき

たような気がしますが、「80 歳で 10 キロ」をコンスタントに歩ける気力・体力・の維持

を目標としています。チャット GTP に聞いたら 80 歳で 10 キロ歩行できる人は日本全体

で 10％はいないだろう、ということです。杖などに頼らずどこでも普通のスピードで歩

ける 80 歳は 5％くらいじゃないか。ということでした。歩こう会の会員は 80 歳で 10 キ

ロを歩けそうな方々ばかりですね、そういう方々は健康寿命的にはかなり良好な状態で、

上位層に位置し、単なる「元気」より一段上の「活動的高齢者の領域」にいるそうです。

私の見るところ、その上「食欲もあり、好奇心もあり、おしゃべりも達者」な方ばかり

ですから、八ヶ岳歩こう会は日本人に約 3％しかいない奇特な方々の集まり、というこ

とになるかもしれません。頼もしい！。これからも歩いて、喋って、お弁当を、楽しく

食べましょう。

------------------------------------------------------------------------------

【2026 年 5 月の行事詳細】

■5月 12 日(火) 歩きたくなる古い街並み第 5回、薩埵峠と由比宿場

薩埵峠より眺める霊峰富士は、頂きに雪を残した美しい姿が迫ってきます。眼下に広が

る駿河湾は、柔らかい陽が海にキラキラと眩しく輝いています。遥か遠くには、伊豆の
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山々の稜線が微かに浮かんで見えてきます。また、桜エビは（海の宝石）、由比漁港の沖

合いで獲れる時季になり、昼食には桜エビかき揚げ定食が食べられます。

コースは、スタート地点より暫くして興津川に架かる橋を渡って海岸寺の脇を過ぎて薩

埵峠を目指して登っていきます。（難易度）きつさにおいては、甲州市・塩ノ山を登る位

のきつさになります。

休憩時間と水分補給を通常よりとります。歩行ペースに十分に注意します。列の間隔を

開けないように注意していきます。

峠超えにさしかかると、汗をかきながら無口になって景色も見る余裕もなく、一生懸命

になってやっと峠に辿り着きます。すると、突然・由比の浜の方から、お昼のチャイム

が聞こえてきます。椰子の実（島崎藤村）メロディーです。今までの疲れが吹き飛んで

いきます。元気が急に回復して、皆々が喋りだして賑やかになります。

興津宿は、江戸時代は和紙の集産地として栄えたと言われています。明治以降は、別荘

地で徳川家ゆかりの寺院も多い宿場町でした。昔からの雰井気がある歩いているだけで

ゆったりたりとしたきぶんになれる宿場町なります。旧東海道五十三次の十七番目の宿

場町になります。（本陣２軒・脇本陣２軒・旅籠３４軒）身延道との分岐になります。

昔より交通の要衝として、また身延山参詣道入口として賑わっていたと言われています。

由比宿は、旧東海道の風情が色濃く残る宿場町になります。旧東海道五十三次の十六番

目の宿場町で、こじんまりとした宿場町になります。（本陣１軒・脇本陣１軒・旅籠３２

軒）特に倉沢集落は、ナマコ壁の家・格子に刻んだ家と悠然と構えた土蔵などが見るこ

とができます。歩いていると、何となく落ち着いてきます。

かっては、由比の浜ではアワビにサザエがよく獲れたそうです。（甲斐のアワビの煮貝）

つながりがありそうです。須走を横切って右左口宿にて中継して旧甲府城下町の旧魚町

まで、馬の背に乗せて運ばれたと言われています。由比峠近くの倉沢集落では、峠越え

前に旅人が一服入れる茶屋が繁盛したと言われています。そこには、アワビにサザエが

出たそうです。

薩埵峠は、東の箱根越えに西の鈴鹿峠越えと並ぶ道中の難所であったと言われています。

薩埵峠は、今は整備されたウォーキングコースになっています。

・コース：JR 興津駅(トイレ)➝ (興津宿跡・一里塚・身延山道里程碑)➝薩埵峠・展望台(ト
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イレ)➝見晴旅館(昼食・トイレ)➝由比宿(由比本陣公園・東海廣重美術館）➝JR

蒲原駅(トイレ)

・距 離：13KM 位です。

・集 合：10；00 JR 興津駅前

JR 身延線：甲府駅６：４３➝JR 富士駅９：２２

JR 東海道線富士駅（２番線ホーム）９：３４➝JR 興津駅９：５２

・解 散：JR 蒲原駅１５：３０予定です。

JR 蒲原駅１５：３７➝JR 富士駅１５：４７

JR 身延線富士駅１６：２０➝JR 甲府駅１９：１６

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー（会員のみ）・保険証・その他・

ストック・手袋

・担 当：田中哲夫(090-4927-5044) 伊藤 清(090-5331-3173)

・その他：5 月 9日(土)の天気予報で、5 月 12 日(火)の降水確率が 40％以上の時は中止に

致します。5 月 9 日(土)、歩こう会のホームページにて連絡します。ホームページを見

れない方は担当者に確認願います。（天気予想区域は、静岡市清水区・身延町・南部町）

昼食は、美晴旅館の桜エビかきあげ定食・1760 円(税込み)になります。予約制ですが既

に定員(20 名)になりましたので締め切りにさせて頂きました。

(桜エビかきあげ定食)予約しなくても参加できます。お待ちしております。尚、当日は

弁当を用意して来られる方は、食事場所は JR 由比駅近くの公園にて食事できます。了承

して下さい。

天気が悪いために例会が中止になりましたら、勿論（桜エビかきあげ定食）食事も中止

になります。

■5月 13 日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2 階第 9会議室 10：00

■5 月 19 日(火) 三十三番土偶札所巡り 諏訪市立博物館

八ヶ岳を中心とした中部高地は「星降る中部高地の縄文世界」という名の日本遺産に指

定されています。黒曜石や山の幸に恵まれて繁栄した中部高地には数多くの縄文遺跡が

あります。遺跡には竪穴住居が立ち並び、ムラでの生活の中では土偶を用いた祈りがさ

さげられてきました。動物や人の顔のような文様からは神秘的な世界観が感じられます。

八ヶ岳周辺の縄文土器、石器、土偶などを展示する博物館、資料館、考古館などが札所

に選ばれた「三十三番土偶札所巡り」が設定されています、札所周辺の文化、歴史に触

れ、御朱印を頂き、解説付きの見学で縄文を学ぶというウオークです。通常御朱印は有

料ですが、この札所巡りでは御朱印代は入館料に含まれています。（御朱印は無料です）

専用の御朱印帳もありますが市販のもので構いません。（ノートやメモ帳などはマナー
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違反とされています）また御朱印帳は無くても書き置きの御朱印を頂くこともできます。

見学の記念に御朱印を頂くことをお勧めします。

今回の見学先、諏訪市博物館では諏訪湖の御神渡りで代表されるような中部高地独特な

自然環境を舞台として古来脈々と営まれて来た人々の生活、御柱際で知られる諏訪信仰

をはじめさまざまな風土、歴史、文化を学芸員の方に解説していただく予定です。

2022 年 5 月に「おすわさんのなぞ」と称するウオークを行いました、おすわさんは最古

の神社ともいわれ、縄文時代、神話の時代、中世、近世での権力構造の変化が絡み合っ

て、分かっていないこと、謎の多い神社です。今回もその謎を考えながら、上社本宮と

上社前宮およびその周辺のおすわさん関連の施設などを回ります。

・コース：諏訪市博物館(見学、トイレ)→諏訪大社上社本宮→神宮寺跡→神長官守矢資料

館→諏訪大社上社前宮→大祝邸跡→諏訪市博物館

・距 離：約６Km

・集 合：諏訪市博物館駐車場 10：00 （諏訪市中洲神宮寺 171－2）

   中央線下り 甲府 7：49（松本行き）小淵沢 8：28 上諏訪 8：54

           甲府 8：15（松本行き）小淵沢 8：53 上諏訪 9：30

   上諏訪駅西口（諏訪湖口）有賀・上社統合路線（かりんちゃんライナー）5番乗り場

9：40 上社 9：59

   上諏訪駅の出口は東口のみ、西口へは一旦改札を出て歩道橋を渡る、慣れていれば

徒歩 5 分くらい

・解 散：諏訪市博物館 14：30 頃

かりんちゃんライナー 上社 15：21 上諏訪駅 15：55

・参加費：会員 300 円 一般 500 円 入館料 310 円（御朱印代含む）

・持 物：弁当、飲み物、雨具、保険証、ウオーキングダイアリー（会員のみ）、御朱印帳

（お持ちの方）

・担当者：大嶋 俊壽

・その他：昼食場所は神宮寺跡付近を考えています。帰路は前宮前から上諏訪駅行きのバ

スに乗ることも可能です。

■5月 21 日(木) 甲斐・板垣の里から山梨平和ミュージアムへ

板垣の里とは甲府市の東部から酒折に至る一帯を指す。先ず目指すのは甲府五山に数え

られる能成寺。ここには赤穂浪士の大野九郎兵衛の墓がある。大野九郎兵衛は赤穂藩勘

定方だったが内匠頭刃傷の後、逐電し消息をくらました。何故、ここに墓があるのか詳

細は不明。その後、これも甲府五山の東光寺に至る。草創は不詳。この寺には悲劇の歴

史がある。戦国の時代、武田信玄は諏訪の名族諏訪氏を滅ぼし領主頼重を捕らえ、ここ

東光寺で切腹させたと言われる。頼重の妻は信玄の妹であり、頼重の娘は信玄の側室と

なり勝頼を産んだ。また、信玄は確執のあった嫡男義信をここに幽閉、義信は自殺、病



5 / 9

死とも言われるが真相は不明。次いで甲斐テラスでは県内の物産が展示、販売されてい

る。道路を隔てた甲斐善光寺には有名な源頼朝・実朝の木造がある。酒折宮で昼食。こ

の神社は古事記、日本書紀にも記載のある古社。日本武尊が東征の帰途、ここに立ち寄

り連歌を詠んだことから連歌発祥の地とされ、毎年、酒折連歌賞が開催され今年で 28 回

目となる。

昼食を済ませて、山梨平和ミュージアム向かう。元県立高校教師の浅川保さんが呼びか

けて資金が集め設立された。1階は、甲府空襲、甲府 49 連隊などの資料を展示、2 階は

山梨が輩出した名宰相石橋湛山の事績を紹介している。現理事長の浅川保さんからそれ

ぞれの展示についての説明がある。尚、浅川さんは 3 月 27 日の NHK ラジオ深夜便に出

演、紹介された。

・コース：甲府駅北口(トイレ)～能成寺～東光寺～甲斐テラス(トイレ)～善光寺～酒折宮

(昼食)～山梨平和ミュージアム～南甲府駅

・行 程：約 10Km

・集 合：9：00 甲府駅北口

     中央線上り 小淵沢 8:21

     中央線下り 大月 7：45  塩山 8：36

・解 散：南甲府 15：00 頃

     身延線甲府行 15：09 又は 15：41

・参加費：会員 300 円 一般 500 円 別に山梨平和ミュージアム入館料 300 円

・持ち物：保険証 弁当 飲み物 雨具 ウオーキングダイアリー(会員のみ)など

・担 当：村松光比古(090-6526-6737) 小野寿美枝 早川美知子

・その他：悪天候が予想される場合は当会ホームページに掲載及びグループラインでお知

らせします。又はリーダーに電話で確認してください。

■5月 26 日(火) 旧濁川舟運巡りウォーク第５回（下曽根橋・穏地橋〜中道橋）

やっと、濁川が姿を現しました。川面を覗くと、ゆったりと静かに流れています。今は、

河川の改修に改修を重ねたために、濁川舟運の面影が残念ながら見ることができないで
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す。ただ昔の船頭さんがは、荷を満載した小舟を長い竿で必死に操って濁川を下ってい

く姿に思いを馳せながらのウォーキングになると思います。

濁川に架かる穏地橋（おんちはし）及び笛吹川に架かる下曽根橋は、橋の名前が別々に

違っていても一本に繋がっている橋になります。

Ｒー３５８号が通る、国中地域と郡内地域を結ぶ主要な緊急輸送路であるため、地域の

大動脈と位置付けられています」。大型の陸橋であり近くで見ると、すごく迫力を感じる

橋になります。今回歩く甲府市大津町〜小瀬町の区間は、甲府盆地の南西に位置します。

南に富士山、北に八ヶ岳、西に南アルプスの山々が望むことができます。そんな中、新

山梨環状道路及びリニヤ新幹線は急ピッチで工事が進められています。近くで、遺跡発

掘調査が行われていました。発掘担当者は、リニヤ新幹線の工事中に見つかった平安時

代の遺跡だと教えてくれました。歩く途中にて、素晴らしいレンゲの花に菖蒲の花を観

ることができると思います。

コースにおいては、アップダウンが少ないコースになりますが、半面・車の往来が多い

コースになります。無理しない余裕を持った行動で行きます。青信号が黄色信号に変わ

った時は、渡るのは止めます。列の間隔を開けないように、歩行ペースにも注意してい

きます。また、水分補給及び休憩時間を通常より多めにとるように注意していきます。

・コース：小瀬スポーツ公園(トイレ)➝天津司神社(てんづいじんじゃ)➝中道橋・上曽根

船着場跡碑➝下曽根橋・穏地橋➝サイクリングロード(トイレ)➝アイメッセ山

梨(昼食・トイレ）➝小瀬スポーツ公園(トイレ)

・距 離 約１３KM です。

・集 合：9：00 小瀬スポーツ公園・管理事務所前

甲府市小瀬町８４０  〒４００－０８３６

第一駐車・第二駐車 駐車できます。(無料です）

  山梨交通バス利用できます。甲府駅南口バスターミナル３番乗り場・7：49➝小瀬スポ

ーツ公園・正門入口、8：14

富士見駅 6：47➝小淵沢駅 6：56➝穴山駅 7：14➝甲府駅 7：36

  高尾駅 6：15➝塩山駅 7：22➝甲府駅 7：43

スポーツ公園正門前➝集合場所まで田中が誘導します。公園内は広いです。
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・解 散：15：00 予定です。

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー(会員のみ）・保険証・その他

・担 当：田中哲夫(090-4927-5044) 伊藤 清(090-5331-3173)

・その他：天気は、小雨の時は実施します。大雨など悪天候の時は中止します。中止の時

は前日・歩こう会のホームページにて連絡致します。ホームページを見れない方は、担

当者に確認して下さい。

■5月 29 日(金) 佐久往還を歩く 第 2 回 千曲川と共に

佐久往還(佐久甲州道)ウォークの第 2回、今回からは大河千曲川と共に歩む旅になりま

す。国道歩きが長い区間ですが、海尻宿・医王院・馬流宿など歴史のある町並み、河床

から眺める小海線、初夏の千曲川川岸歩きなど、魅力的なスポットがあります。

コースは約 11km、昼食場所・川岸への上り下りを除けば、ほぼ平地です。国道を横断し

なければならない個所がいくつかあります。リーダーが先導しますが、注意して渡って

ください。

朝の集合時刻ですが、小海線海ノ口駅着の適切な列車がないため、早めの出発となりま

す。ご了承ください。

・コース：JR 小海線佐久海ノ口駅～海尻宿～医王院～松原湖駅(昼食・トイレ)～馬流宿～

小海駅

・集 合：JR 小海線佐久海ノ口駅 8:50

・解 散：JR 小海駅 14:30 頃

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：保険証 弁当 雨具 飲み物 ウオーキングダイアリー(会員のみ)など

昼食予定場所にベンチ等がありませんので、敷くものが必要でしたらご持参ください。

・担 当：金山はつみ(090-8728-4083) 大嶋俊壽

備考 小海線

     行き 小淵沢発 7:45 ～ 佐久海ノ口着 8:39(小諸行)
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     帰り 小海発 14:59(小淵沢行)

  佐久海ノ口駅前には駐車スペースはありますが、台数は少ないです。車でおいでの方

は野辺山駅前に駐車した方がよいかもしれません。

    その場合、野辺山 8:18 発の列車が候補となります。

--------------------------------------------------------------------------------

【2026 年 6 月の行事詳細】

■6月 2日(火) 大日影トンネル遊歩道と国宝大善寺の菩提樹の花

大日影トンネル（全長 1.4ｋｍの舗装遊歩道）を通り、国宝である大善寺の薬師堂前に咲

く、菩提樹の花を観賞します。

※トンネル出口はワインカーブがありトイレ利用できます

※大善寺には勝頼の乳母で信玄の従妹である里慶尼の墓もあります

コース：勝沼ぶどう郷駅～駅前機関車広場～トンネル（1.4ｋｍ）～ワインカーブ～大善寺

（境内散策、トイレ、昼食）～フルーツライン経由で勝沼ぶどう郷駅

距 離：約 8ｋｍ

集 合：勝沼ぶどう郷駅 10 時  駅に若干の駐車場があります

  小淵沢 8：21→穴山 8：39→甲府 9：12→勝沼 9：47

解 散：14：30 頃

参加費：会員 300 円 一般 500 円

持ち物：弁当・飲み物 雨具、ダイヤリー、保険証・その他

担 当：伊藤清(090-8661-3173) 望月澄子

その他：空模様等により催行中止の場合があります。前日の夕方６時までにホームページ

にてお知らせします。ご心配の方は担当者までお問い合わせ願います。

■6月 10 日(水) 定期総会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2 階第 9 会議室 10：00

■6 月 12 日(金) 山野草トレッキング入笠湿原

標高１７３０ｍ花の湿原。６月の花はスズラン、クリンソウ、アツモリソウ、クマガイ

ソウ、イチヨウラン、ツバメオモト等々
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・距 離：６キロ

・コース：ゴンドラ山頂駅～入笠湿原～植物園～山頂駅。

・集 合：10 時 20 分 富士見パノラマリゾート入口

（パノラマリゾート 0266-62-566）

・アクセス：車の方富士見パノラマ駐車場 電車の方甲府駅発 8 時 50 分

富士見駅着 9時 51 分 無料送迎バス富士見駅発 10 時 パノラマリゾート着 10 時 10 分

・解 散：14 時 30 分ごろの予定です。

無料送迎バスパノラマリゾート発 15 時 富士見駅着 15 時 10 分

JR 富士見駅発 15 時 29 分 甲府着 16 時 17 分

・参加費：会員 300 円 一般 500 円 +ゴンドラ代 2600 円

・持ち物：弁当、飲み物、雨具、ダイヤリー（会員）保険証他

・担 当：伊藤清０９０－８６６１－３１７３ 田中哲夫０９０－４９２７－５０４４

     小林光修０９０ー４６７６ー２０６７

・その他：トレッキングシューズ着用 雨の場合予備日 6 月 15 日になります。

変更中止の場合前日 16 時までにホームページにお知らせします。又は担当者にお問い

合わせください。

--------------------------------------------------------------------------------

【2026 年 7 月の行事詳細】

■7月 8日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2 階第 9会議室 10：00

------------------------------------------------------------------------------

【月例会】

・月例会は毎月一度の話し合いの場です。どなたも歓迎ですのでご参加下さい。

・例会についての質問は、担当者名が掲載されていればそこへ。それ以外は事務局へ。

八ヶ岳歩こう会事務局 / 多賀純夫 電話 090-8857-2864 FAX 0551-32-6877


